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一
川
き
た
る
一
月
十
五
日
は
、
赤
十
五
回
一
ず
二
、
会
民
大
洲
東
映
館
(
肱
川
橋
際
叶
一

一

伽

の

成

人

の

日

に

封

り

ま

す

。

心

〈

洲

市

教

一

一

一

ニ

、

犬

山

(

イ

)

式

川

一

両
育
委
員
八
一
五
で
は
、
問
和
ト
七
年
一
月
一
一
路
弘
一
(
ロ
)
芯
今
、
話
汁

Jh人
叫
一

!
A
b
r
-
例
日
か
ら
十
二
月
一
ニ
十
一

H
ま

で

に

生

れ

一

判

明

酔

一

を

川

福

し

て

」

川

↑

日
い
ち
叶
た
詩
人
者
を
厄
一
待
し
、
前
次
一

Z
M
7
J
L
1
ぅ

~

エ

リ

げ

へ

I
ト
短
大
内
古
川
一

ー
っ
一
川
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
成
人
式

E
A名
と

一

小

山

2

川一

一

川

行

し

ま

す

。

一

一

省

グ

わ

n
v
f」
一
回
、
余
興
境
入
者
快
一
川
沼
待
州
一

而
成
入
者
に
は
、
公
民
館
を
迎
じ
て
索
内
ん
叶
械
印
け
ハ
一
五
、
そ
の
他
(
イ
)
出
席
者
に
は
、
記
山

一
川
状
を
発
予
九
し
レ
主
し
た
が
、
万
一
通
知
も
一
{
、
民
一
念
品
、
尽
五
、
攻
ひ
川
州

一

川

れ

の

万

が

あ

れ

ば

、

至

急

八

角

舎

で

一

回

者

お

一

念

巧

志

望

川

一

州

お

宮

く

だ

さ

い

。

一

戸

O

K

一

(

口

)

ヘ

時

二

十

分

か

ら

州

一

岬

記

~
1
-
F
W

一

九

時

ま

で

大

川

一

東

映

前

仙

川

一

、

日

時

一

月

十

五

廿

午

前

八

時

一

一

十

吋

山

山

一

で

記

念

出

影

仙

一

周

五

日

院

高

等

科

卒

業

一

川

十

分

か

り

一

一

一
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ヂ
大
学
医
史
経
一
勧
一
-
E
t
-
-
三
Z
E
-
-
ユ
一
三
一
一
=
一
一
τ
一ET--5=一三一ZEZ一一=-zzt二三三
-
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済

料

卒

業

一

侍

従

一

大

喪

純

一

事

務

官

一

叙

勲

一

一

一

等

場

岨

同

中

授

が

円

干

一O
官

一

位

一

曇

宮

山

一

事

務

官

一

訂

版

院

議

員

一

叙

一

比

一

一

一

位

大
洲
市
の
免
許
巾
母
、
昭
如
三
十
一
富
山
遺
志
語
、
宝
手
伝
一
つ
、
霊
長
の
一
語
と
し
て
市
出
。
臼
山

rd民
の

汀

い

か

け

う

れ

、

重

し

一

外

務

議

三

一

宮

内

事

務

庁

一

9て
の

他

一

(

写

一

言

謀

議

一

羽

)

五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
大
洲
市
名
目
一
一
一
巾
一
の
進
漢
に
日
刊
「
J

あ
っ
た
お
心
っ
ち
、
一
掛
け
の
向
上
f

尽
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
て
い
る
多
数
の
市

E
ば

川

一

十

で

お

初

い

一

式

部

官

一

大

ι事
務

官

一

襲

爵

授

手

爵

一

民

重

量

っ

き

、

2
2
5
7
Lて

ひ

と

し

主

昔

、

ま

遠

に

会

員

と

し

一

を

し

た

の

で

あ

り

手

。

一

!
j
i
-
-
i
w何
時
計
時
計
制

得
て
、
市
民
が
拡
散
す
心
も
の
で
、
大
一
す
る
お
-
あ
り
ま
一

1

一
て
都
散
す
乙
と
の
h

円
台
山
民
心

μ

佐
一
な
じ
、
治
U
船
出
は
次
の
通
り
で
日
一

一

す

る

施

策

は

、

洲
市
に
五
ヰ
以

LLR住
J

て
い
る
A
・
一
翁
は
、
昭
川
一
-
一
十
六
付
一
一
月

ω定
号
記
ρ

を

川

り

、

森

、

ぷ

巾

長

の

手

で

@

生

年

月

日

一

も
し
く
は
居
住
し
て
い
た
者
又
は
本
一
川
ん
f

ゴ
で
、
広
川
の
吊
築
、
問
山
、
体
一
川
以
七
笠
会
張
り
山
市
川
記
れ
の
人
一
川
治
十
二
年
間
月
十
日
(
八
二
一
)
一

一
巾
出
品
の
者
で
、
産
業
小
阪
問
問
、
社
会
一
首
じ
大
弘
る
的
約
を
戎
さ
れ
、
な
お
か
一
っ
た
が
名
宮
山
民
子
が
附
照
会
旭

-
O
学

医

一

昭和 38年 1月 10日
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第

議弘

可Y

翁
に

贈

る

加

藤

泰

所

昭
和
三
卜
八
年
元
日
目
一
に
公
会
堂
で
市
民
山
一
一
八
O
名
が
出
町
じ
で
閃
か
れ
た
新
年
仰
山
氏
式
に
併
サ
て
、
川
淵
総
泰
一
川
翁
の
大
洲
市
名
一
つ
山
品
の
併
殺
ト
y

一名

誉
市
用
意
の
間
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ
空
し
売
。

挙

大

選

期緩
す和

弓高

jj 
を

j早

#Fu 

f
出

頭

雪F

の

す

四
、
了
日
周
辺
叫
致
Lr
一
観
光
附
設
の
整
備
拡

充
を
図
る
。

一
、
農
業
ぽ
造
改
善
事
業
及
ひ
県
営
土

地
改
点
目
一
事
業
を
中
心
と
す
る
農
業
振

興
胞
策
の
相
極
的
促
進
を
悶
£
。

茂

森

永

冨

大

洲

市

長

愛境県知事選挙

し

以
上
の
具
体
的
推
進
を
凶
る
と
と
ら

吋
か
し
い
年
滑
に
当
り
、
謹
ん
で
新
し
、
市
議
会
ど
の
民
間
な
連
絡
噛
調
を
に
、
会
約
し
た
政
策
の
実
現
を
阿
る
こ

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
市
し
上
げ
ま
す
。
保
持
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
の
御
摂
助
二
、
大
洲
病
院

ω建
設
、
し
尿
処
理
胞
と
に
海
身
の
お
汀
や
似
注
し
た
い
と
一
任

市
民
の
四
国
様
の
絶
大
な
御
支
援
に
よ
を
得
て
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土
の
建
設
の
新
設
に
よ
り
、
阪
慌
の
充
実
と
じ
ま
す
。
一

り
ま
し
て
、
建
設
途
上
に
あ
る
大
洲
市
設
に
、
鋭
法
努
け
し
て
ー
広
い
り
ま
し
た
円
以
境
衛
生
の
向
上
を
図
る
。
旧
に
倍
す
る
仰
支
医
と
御
努
力
を
お
一

政
の
輩
記
買
を
担
当
い
た
し
ま
し
て
以
来
新
春
に
当
り
、
可
に
新
た
な
決
意
を
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
問
機
の
一

三
つ
の
得
条
と
一
一
つ
の
決
意
を
基
礎
と
以
て
、
皆
様
の
信
託
に
お
こ
た
え
し
た
三
、
高
等
学
校
の
誘
致
が
円
一
一
保
的
に
決
制
多
幸
を
わ
村
り
巾
し
上
げ
、
年
目
の
一

し
て
、
市
民
の
新
仲
間
の
御
武
見
を
む
重
い
と
一
仔
じ
ま
す
。
{
比
し
た
の
で
、
今
年
度
の
入
学
燃
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
一

司
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市
政
に
対
す
る
醐
樹
同
題
点
は
刊
四
担
々
あ
り
ま
す
o

教
青
の
問
垣
に
関
し
て
は
、
吋
河
一
一

Fドド両賞只の砂理噂レもめ、

p
さ
喧
守
フ
/
ま
去
す
芸
が
、
特
官
に
大
吉
切
窓
な
人
寺

J
造守:且守:り品の皇基差本剣型に酎幸九恵字忌宇すべ言き季アド

22Fと与t存
官Eじ
主
ぎ
三すよ
一

F益笠」百口
M説
叱
桝
府
恒W
句寸

J
d
L匂

J

』?ぐ
J

で
芸
あ
る
、
児
量
蜜
生
差
徒
の
皇
教
背
宵
、
喧
青
妻
円
忌
少
年
「

E良
い
中
毒
良
い
社
会
、
良
い
三

の
楢
導
官
成
、
交
通
網
の
活
情
、
環
境
絞
、
良
い
子
供
」
の
現
想
を
実
現
し
な
一

大
州
市
議
会
議
長
官
回
、
水
ム
戒
中
山
の
需
と
詰
の
問
題
、
壇
告
よ
一
事
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
岡
山
一
つ
次
芳
で
あ
り
一

業

の

椛

送

、

ヱ

自

の

討

致

、

観

光

名

前

ま

す

。

一

昭
和
三
十
八
年
の
叩
し
い
新
年
そ
迎
た
し
ま
す
が
、
私
は
、
貫
一
に
市
民
布
川
欽
の
た
め
の
出
腕
-
謹
話
等
、
市
政
の
総
合
し
て
、
豆
町
袋
は
、
教
育
と
市
一

え
ま
し
て
御
同
匿
に
た
え
ま
せ
ん
。
訟
の
向
上
を
期
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
市
一
点
施
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
国
保
位
の
向
上
、
市
同
経
済
力
の
仰
長
一

ん
で
い
世
恨
の
御
健
康
と
伽
宰
福
を
お
机
総
て
が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
じ
ま
す
。
日
本
か
今
日
、
弁
回
比
視
の
工
場
琴
訟
に
全
力
を
は
し
て
出
社
市
政
一

い
申
し
上
げ
ま
す
。
む
ず
」
と
の
で
き
る
都
市
の
商
法
以
を
そ
の
発
展
を
い
た
し
ま
し
た
町
一
向
は
、
明
治
を
推
進
し
て
民
生
の
安
定
を
計
り
た
一

古
く
か
ら
、
一
年
の
計
は
一
万
一
口
一
に
あ
基
本
目
標
に
、
産
業
、
文
化
、
交
泌
等
以
来
河
川
重
ね
て
き
た
、
教
育
の
成
果
で
い
と
存
じ
ま
す
。
一

り
と
か
申
し
ま
す
。
本
年
こ
そ
は
、
こ
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
こ
こ
に
結
集
し
、
清
あ
る
と
ご
一
一
]
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
の
世
以
上
所
以
の
一
端
そ
申
し
述
べ
ま
し
一

う
も
あ
り
た
い
、
あ
お
も
し
た
い
と
、
く
、
閉
る
く
、
住
み
よ
い
、
市
法
り
に
総
代
を
担
う
青
少
年
の
教
育
二
そ
、
市
発
て
年
一
似
の
御
あ
い
さ
つ
と
げ
た
し
」
に
す
一

人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
心
新
た
に
決
心
を
い
力
を
傾
注
い
た
し
た
い
と
応
じ
ま
す
。
展
、
国
家
興
降
の
基
惣
で
め
る
と
信
一
じ
耳
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地
区
長
の
使
命
は
、
市
民
の
責
任
者
緊
密
な
る
梶
山
に
よ
り
向
上
を
計
り
、
一

r材
H
1

ぷ
十
の
羽
引
V

p

h

p

J

百

三

世

〉

で

J

旬
、
市
の
一
般
行
政
の
円
出
な
る
不
断
の
躍
や
行
な
い
つ
つ
、
市
政
の
一

岩

本

書

強

制

、

3
L
J
C
J
，
運
営
に
協
力
し
、
市
民
の
福
祉
に
主
堅
実
な
る
運
営
に
尽
力
す
る
警
で
あ

す

る

事

が

任

務

で

あ

り

本

分

で

あ

り

よ

り

ま

す

。

一

大

洲

市

地

区

委

員

会

長

大

山

久

夫

す

。

地

区

長

の

方

々

に

は

、

総

て

在

地

区

長

の

任

務

の

雲

性

完

全

一

税
、
広
報
、
潔
境
衛
生
、
募
金
等
あ
ら
ら
れ
、
盟
問
問
あ
る
御
安
没
と
御
協
力
を
一

昭
和
三
十
八
年
め
悔
し
夫
新
年
を
迎
の
用
品
俗
で
喜
に
堪
え
ま
せ
ん
。
市
と
し
ゆ
る
行
政
商
に
、
年
間
河
川
の
努
力
精
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
Q

一

え
ま
し
て
、
京
市
の
発
肢
を
寿
命
ミ
市
て
は
、
市
長
レ
」
裏
書
改
選
が
最
も
ぎ
れ
て
お
り
、
時
間
と
労
苦
と
配
慮
市
の
隆
長
選

ζ
Eの
曜
の
一

民
の
皆
様
に
詮
み
て
御
祝
日
を
申
し
上
重
要
な
る
謀
題
で
あ
り
ま
し
た
。
に
深
甚
な
る
盤
思
と
古
尽
を
表
し
ま
す
御
多
幸
を
好
念
し
、
年
目
の
御
あ
い
さ
一

げ
ま
す
。
市
政
も
総
て
に
一
新
し
た
る
感
を
深
之
君
年
は
、
愛
媛
県
一
地
区
間
民
連
合
会
の
つ
を
叩
し
上
げ
ま
す
。
一

積

み

ま

す

れ

ば

、

昨

年

は

有

史

以

来

い

た

し

ま

す

。

結

成

を

準

備

中

で

、

こ

れ

が

達

成

に

は

一

(

金

賞

大

洲

小

一

玄

)

がト|

毒3

正

大

て

ら)

つ

かA 
仁I望

を

展山

6 

j長

土

フ

(富

27 
2 

44.214 

婚姻

主守

47 
24 

口

出生

死亡

人

ヱ

ら

分

て

、
戸
勺
/

始

末

岡

田

ず

ヤ

火

ろ

の

自

?と

)，吋a

'¥_ 
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A
1
E

・

中小企業

月昭和 38年

話虫

資

延

期
日
E
Ji
 

日
l
E

を

追

加

予

算

な

ど

十

議
案
、

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十
七
日
会
期
六
日
聞
で
開
か
れ
、
次
の
十
一
議
案
を
慣
霊

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

⑧
大
洲
市
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
融
資
対
象
考
L
立
上
り
資
金
と

し
て
融
資
を
す
る
条
例
の
趣
旨
か

ら
融
資
の
期
間
を
原
則
と
し
て
「

一
ニ
月
以
内
」
を
「
六
ヶ
月
以
内
」

に
、
「
設
備
資
金
」
の
場
合
は
六

月
の
融
資
期
間
を
「
特
別
」
の
場

合
は
十
二
乞
月
以
内
の
融
資
期
間

に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
子
百
)

ずお

選
挙
は
、
政
治
を
運
営
し
て
い
く

た
め
の
最
も
重
要
な
ル
ー
ル
で
あ
り

ま
す
が
、
選
挙
の
実
情
は
、
ま
だ
ま

だ
八
ム
間
選
挙
と
い
う
に
ほ
ど
逮
ど
、
、

今
後
の
一
一
層
の
努
力
に
ま
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
今
年
早
々
か
ら
相
次
い
で

地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
選

t
-

挙
に
は
と
か
く
情
実
や
義
理
人
情
に

靖
酔
-
~
と
ら
わ
れ
た
投
票
や
買
収
饗
応
な
ど

J
吋

一

一

の

悪

質

な

選

挙

違

一
一
・
・
一
反
が
数
多
く
み
ら

一

一

円

れ

る

の

で

あ

り

ま

一

一

れ

集

す

。

」

1

害
時
T

こ
の
よ
う
な
こ
と

苧」

412
一f'、
の
な
い
よ
う
一
日

者

町

も

皐

<

公

明

選

挙

権
ほ
実
説
一
の
日
を
迎
え

」
ヨ
民
宿
る
た
め
に
は
、
新

庁

し

く

雇

者

と

な

当
1

ら
れ
た
青
年
男
女

=

諸

君

の

新

鮮

な

感

覚
と
常
識
に
期
待
す
る
こ
と
が
極
め

て
大
き
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
自
治
省
で
は
、
新
有
権

者
を
対
象
と
し
て
選
挙
に
関
す
る
感

翠
文
を
募
集
し
、
選
挙
権
の
行
使
の

重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
広
く
一
般
の
政
治
意
識
の

向
上
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

お輔乏号3 8 者ア

J?i iiiaj 
iiiifi 
左足f2裂百手

(
各
費
ほ
と
お
必
愛
最
少
経
費
を

計
上
し
、
し
尿
処
理
胞
投
資
を
大

洲
、
喜
多
得
th
事
務
組
合
会
計
に

摂
替
え
九
一
た
め
、
言
引
一
千
五
面

六
十
八
万
九
千
円
が
芦
古
川
似
と
な

り
ま
し
た
。
)

品
川
昭
和
一
一
一
十
七
年
度
大
洲
市
岡
民
憾

康
保
険
特
別
会
計
才
人
才
出
追
加

更
正
予
算
(
一
時
借
入
金
利
子
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
0
)

⑨
昭
和
三
十
七
年
度
大
洲
市
才
入
才

出
追
加
更
正
予
算
(
芳
五
日
出
)

長

11 
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一
八
周
年
記
念
貯
畜
出
幡
随
働
開
問
中
)

な

ど

に

よ

り

「

市

内

に

居

住

す

る

⑨

⑨

⑨

⑨

⑨

⑥

者
」
を
け
づ
る
こ
と
に
fよ
り

ま

し

ご

協

力

に

感

謝

た
⑨
専
決
処
分
の
承
認
一
伴

助
け
合
い
、

良
好
な
成
績

大
洲
病
院
の
新
築
工
事
着
手

U
H
融
資
も
順
調
に
M
H
H

⑨
大
洲
市
工
事
の
動
げ
並
び
に
請
負

去
る
十
二
月
六
日
起
工
式
を
挙
げ
た
一
。

⑥
土
地
の
購
入
に
つ
い
て
(
二
件
)
一
大
洲
病
院
建
築
は
、
新
し
い
息
吹
と
一
こ
こ
に
新
春
と
と
も
に
一
盛
巾
立
病
院

(
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
並
び
に
一
と
も
に
着
々
工
事
を
進
め
、
新
春
を
迎
一
の
本
一
格
的
建
語
に
道
蓬
し
う
る
段
階
と

三
善
小
学
校
校
庭
敷
地
が
必
要
の
一
え
て
い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
き
た
。
一
な
り
ま
し
た
。

た
め
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
一
即
ち
、
昨
十
一
月
二
十
九
日
位
置
の
変
一

り
ま
し
た
0

)

一
更
並
び
に
清
水
謹
一
間
と
の
工
事
請
負
契
一
一

j
i
l
l
i
t
-
-
i
J

一

一

一

す

は

一

⑨

財

産

の

処

分

に

つ

い

で

一

時

以

前

町

長

引

関

一

一

う

よ

部

総

一

(
大
洲
南
中
体
育
館
を
新
築
す
る
一
の
承
認
に
つ
い
て
一
県
高
官
財
務
部
室
一
一
ょ

f
連

社

協

一

た
め
、
旧
校
舎
を
処
分
す
る
こ
と
一
で
そ
れ
ぞ
れ
本
省
に
申
告
一
相
手
続
孟
子
一
一
を
し
く
各
市
。
止
一

に
な
り
ま
し
た
。
)
一
し
、
特
に
三
十
六
年
度
事
業
分
融
資
四
一
一
一
切
は
眼

M
E内側一

一
千
万
円
に
つ
い
て
は
、
士
耳
十
四
日
一
一
:
本
堂
て
下
会
一

一

一

一

相

用

ご

会

い

ね

士

一

⑨
予
算
外
義
賀
県
川
契
約
に
つ
い
一
大
蔵
省
か
ら
計
四
変
更
の
雪
山
を
つ
け
一
一
と
利
に
公
つ
尋
尚
一

て

(

一

一

件

)

需

品

目

組

討

訪

れ

一

一

町

巴

器

切

工
事
の
進
ち
よ
く
に
努
め
て
お
り
ま
す
一
一
心
気
所
設
絡

f

一

場

関

連

一

可

決

菅
田
・
長
浜
・
内
子
が
優
勝

け才

4
回

愛
媛
消
防
操
法
競
技
地
区
大
会
開
く

戸
田
み
ち
こ
」

に
人
優
良
父
親
を
表
彰
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火
の
始
末
お
っ
く
う
が
ら
ず
に
も
う

一
月
九
日

『
父
の
日
い

の
前
夜
祭
で

コ
の
火
ノ


